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１ はじめに 

（１）アクションプランの趣旨 

アクションプランは、長期ビジョン（基本構想）で定める伊勢崎市将来ビジョン「えがお咲く未来へ 持続可

能な共生都市 いせさき」を実現するため、市全体で推進する具体的な方策をまとめた行動計画です。 

 

（２）計画期間 

前期アクションプランは、令和７年度（2025 年度）から令和 11 年度（2029 年度）までの５年間の計画とします。 
 
令和７年度 

（2025 年度） 

令和８年度 

（2026 年度） 

令和９年度 

（2027 年度） 

令和 10 年度 

（2028 年度） 

令和 11 年度 

（2029 年度） 

令和 12 年度 

（2030 年度） 

令和 13 年度 

（2031 年度） 

令和 14 年度 

（2032 年度） 

令和 15 年度 

（2033 年度） 

令和 16 年度 

（2034 年度） 

          

          

 

（３）アクションプランの体系 

 長期ビジョン（基本構想）において、伊勢崎市将来ビジョン「えがお咲く未来へ 持続可能な共生都市 いせ

さき」を実現するため、７つの「政策」と政策ごとに今後 10年間で達成する「政策のゴール」を定めました。 

前期アクションプランでは、「地区別計画」、「重点プロジェクト」、「重点施策」の３つのアプローチにより、

「政策のゴール」の達成に向けた取組を推進していきます。 
 

 
合併前の市町村単位である伊勢崎、赤堀、東、境の４地区について、地域の特性や強み・課題などを整

理し、前期アクションプランの計画期間における地域づくりの方向性・振興策を示すものです。 

各地区が特色を生かして発展し相互に連携する「地域間の共生」を推進し、４地区が一体となった魅力

的な伊勢崎市を目指すためのものとして位置付けます。 
 

 
緊急性・重要性が高く、令和７年度（2025年度）から令和 11年度（2029年度）までの５年間で優先して

取り組むべき課題を、施策横断的に５つのプロジェクトとしてパッケージ化し、これらの解決に向けた取

組を掲げるもので、これを「伊勢崎市版総合戦略」として位置付けます。 
 

 
長期ビジョン（基本構想）の方向性に沿った、市が重点的に推進すべき取組を、７つの政策に対して 36

の施策に整理し掲げるものです。 

 

 

地区別計画 

重点プロジェクト 

重点施策 

長期ビジョン（基本構想） 
令和７年度(2025 年度)～令和 16 年度(2034 年度) 

（10 年間） 

前期アクションプラン 
令和７年度（2025 年度）～令和 11 年度(2029 年度) 

（５年間） 

後期アクションプラン 
令和 12 年度(2030 年度)～令和 16 年度（2034 年度） 

（５年間） 
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長
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
基
本
構
想
） 

７つの「政策」と「政策のゴール」 
 

【体系のイメージ図】 

前
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

７ 共生・共創・行財政政策 
【ゴール】 互いに認め合い、共に創る、未来に向かって持続発展できるまち 

36の重点施策 

伊勢崎市将来ビジョン 

えがお咲く未来へ 持続可能な共生都市 いせさき 

 地区別計画 

１ 子育て・教育政策 
【ゴール】 

未来の担い手が育ち、 
全ての人が成長し続けられるまち 

３ 産業・観光・文化政策 
【ゴール】 

経済の好循環が生まれ、 
活気にあふれ人が集えるまち 

５ 安心安全政策 
【ゴール】 

１人ひとりが日頃から安全を意識し、 
安心して暮らせるまち 

４ まちづくり政策 
【ゴール】 

住環境と自然環境が調和した、 
心地良い空間で暮らせるまち 

２ 健康・福祉政策 
【ゴール】 

誰もが健康で 
互いに支え合いながら 
生き生きと暮らせるまち 

６ 環境政策 
【ゴール】 

あらゆる活動で環境に配慮し、 
１人ひとりが脱炭素社会や循環型社会の

実現に向けて行動できるまち 

１ 

子
育
て
・教
育
政
策
の
重
点
施
策 

２ 

健
康
・福
祉
政
策
の
重
点
施
策 

３ 

産
業
・観
光
・文
化
政
策
の
重
点
施
策 

４ 

ま
ち
づ
く
り
政
策
の
重
点
施
策 

 

５ 

安
心
安
全
政
策
の
重
点
施
策  

 
 

６ 

環
境
政
策
の
重
点
施
策 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

７ 

共
生
・共
創
・行
財
政
政
策
の
重
点
施
策 

 重点プロジェクト（伊勢崎市版総合戦略） 

少子高齢化対策プロジェクト 

産業活性化プロジェクト 

暮らしの安心実現プロジェクト 

共生社会実現プロジェクト 

「ＤＸ推進プロジェクト」は、他の４つのプロジェクトの 

デジタル活用を下支えする環境整備として位置付ける 

ＤＸ推進プロジェクト 

「７共生・共創・行財政政策」は、他の６つの政策を 
下支えするものとして位置付ける 

（４） （７） （３） （４） （６） （７） （５） 

括
弧
内
は
重
点
施
策
の
数 

赤堀
地区

東地区

境地区

伊勢崎
地区

地域間 
の共生 
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（４）「ＳＤＧｓ」と「いせさきＧＸ」の推進 

前期アクションプランの推進に当たっては、ＳＤＧｓの理念を念頭に推進していきます。ＳＤＧｓとは、

「Sustainable Development Goals」の略語で、平成 27 年（2015 年）９月の国連サミットで採択されたもので

す。令和 12 年（2030 年）までの長期的な開発の指針「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」の中核

をなす「持続可能な開発目標」であり、国際社会共通の目標です。その内容は、持続可能な世界を実現す

るための包括的な 17 の目標及び細分化された 169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さ

ない」社会の実現を目指し、経済・社会・環境をめぐる広範な課題に対する統合的な取組が示されています。 

我が国においては、平成 28 年（2016 年）に「ＳＤＧｓ実施指針」が策定され、関係府省庁が一体となって

推進しています。地方創生の分野においても、ＳＤＧｓの理念に沿った取組が展開されており、平成 30 年

（2018 年）以降、内閣府では、ＳＤＧｓの達成に向けた取組を積極的に推進する自治体を「ＳＤＧｓ未来都市」

として選定しています。各地域において行政、民間事業者及び市民等の異なる主体（ステークホルダー）が

連携し、経済・社会・環境の各分野をつなぐ統合的取組による持続可能なまちづくりと地域活性化が進めら

れています。 

以上の社会的な情勢を踏まえ、本市においても、ＳＤＧｓという新たな理念を本市の政策に積極的に取り

入れていくこととしており、令和６年（2024 年）５月には国が進める「ＳＤＧｓ未来都市」に選定されました。 

ＳＤＧｓ未来都市としての取組をとりまとめた「ＳＤＧｓ未来都市計画」では、「Transforming our City ISESAKI

～持続可能な多文化共生都市を目指して～」を掲げ、多文化共生の推進を軸に、経済・社会・環境の３つ

の側面における相乗効果・好循環の実現を目指すこととしています。ＳＤＧｓに係る進行管理はＳＤＧｓ未来

都市計画において実施しますが、総合計画の推進に当たっても、ＳＤＧｓの理念を念頭に置いて取組を進

めていくこととします。また、多様なステークホルダーの連携の下、経済・社会・環境の各分野をつないだ政

策の全体最適化や地域課題解決の加速化など、地方創生の取組を一層充実させていきます。 

 

 

【ＳＤＧｓ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国連広報センター 
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更に、本市独自の取組として、「いせさきＧＸ」を推進します。ＧＸとは、「Green Transformation」の略語で、

経済産業省は、「脱炭素社会の実現のために、化石エネルギー中心の産業構造・社会構造をクリーンエネ

ルギー中心に転換するもの」と定義しています。 

一方、いせさきＧＸは、「脱炭素に限定せず、一般的な環境問題への対応として、あらゆる主体が進める

全ての取組を環境配慮という観点から検討・実行するもの」と定義し、この考えの下で前期アクションプラン

における全ての取組を進めることで、さらなるＳＤＧｓの推進を図ります。まちづくりにおいて、「環境」は全て

の市民が同じ価値観の下で議論できる統一のテーマでもあることから、市民、企業、行政等の垣根を越え

て、いせさきＧＸという共通認識の下、環境にやさしく、持続可能な経済・社会の実現に取り組んでいくことと

します。 

前期アクションプランの推進に当たっては、以上の「ＳＤＧｓ」及び「いせさきＧＸ」の推進を念頭に、将来に

わたって成長力を確保し、人々が安心して暮らせる持続可能な伊勢崎市の実現に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【いせさきＧＸ】 

 

 

  

推進 

いせさきＧＸとは・・・ 

「広く環境に視点を合わせた変革」 
⇒市が進める全ての施策や事業に「環境配慮」を取

り入れ、市の取組のどこを取っても環境に配慮されて

いる状態を目指します。 
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【重点施策とＳＤＧｓの対応】 

  

政策 重点施策 
１ 

２ 
３ 

子育て・教育政策 

1-1 子どもを産み育てる環境づくりの推進   ○ 

1-2 幼児教育・学校教育の充実    

1-3 １人ひとりに寄り添う教育の推進 ○  ○ 

1-4 児童・生徒の健全な心身の育成  ○ ○ 

1-5 子どもから若者までの支援の充実    

1-6生涯を通じた学びの機会の充実    

1-7誇れる文化財の保護・継承    

健康・福祉政策 

2-1健康づくりと疾病予防の推進   ○ 

2-2地域医療体制の充実   ○ 

2-3社会保険制度の健全な運営   ○ 

2-4スポーツを楽しむ環境づくりの推進   ○ 

2-5地域の支え合いによる福祉の増進 ○ ○ ○ 

2-6高齢者の生き生きとした暮らしの推進   ○ 

2-7障害者への支援の充実   ○ 

産業・観光・文化政策 

3-1商工業の振興と安心して働ける環境づくりの推進 ○   

3-2企業誘致の推進と販路拡大の促進    

3-3効率的かつ安定的な農業の推進  ○  

3-4特長のある観光の創出と振興    

3-5文化活動の継承と振興    

まちづくり政策 

4-1適正な土地利用と良好な景観形成    

4-2魅力ある市街地の形成    

4-3効率的かつ効果的な道路インフラの整備    

4-4利便性の高い公共交通ネットワークの確立   ○ 

4-5安定した水道水の供給と下水処理の適正化    

4-6心安らぐ住環境の整備 ○  ○ 

安心安全政策 

5-1災害に強いまちづくりの推進    

5-2防犯力の向上と消費者保護の推進    

5-3交通安全対策の推進    

5-4消防・救急体制の充実と強化   ○ 

環境政策 

6-1脱炭素社会の推進    

6-2循環型社会の推進    

6-3豊かな自然環境の保全と衛生的な生活環境の推進    

共生・共創・行財政政策 

7-1 互いに認め合う多文化共生の推進    

7-2人権を尊重するまちづくりの推進    

7-3協働まちづくりと地域活動の推進    

7-4効率的かつ安定的な行財政経営の推進    
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ＳＤＧｓ 

 ４ 
５ ６ ７ ８ ９ 10 

11 
12 

13 14 15 16 17 

○    ○  ○ ○     ○  

○ ○     ○      ○ ○ 

○ ○     ○      ○ ○ 

○       ○       

       ○     ○ ○ 

○       ○      ○ 

○       ○       

       ○      ○ 

       ○      ○ 

              

○       ○       

○      ○ ○       

    ○   ○      ○ 

○    ○  ○ ○      ○ 

 ○   ○ ○ ○ ○ ○      

 ○   ○ ○ ○  ○      

    ○ ○      ○   

    ○   ○      ○ 

○             ○ 

       ○      ○ 

    ○ ○  ○      ○ 

     ○  ○       

       ○       

  ○ ○  ○  ○   ○ ○   

      ○ ○ ○      

       ○  ○   ○ ○ 

○       ○     ○  

○       ○       

       ○  ○    ○ 

○   ○  ○  ○ ○ ○    ○ 

○       ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

○  ○     ○   ○ ○  ○ 

○    ○  ○ ○ ○ ○   ○ ○ 

○ ○     ○      ○ ○ 

       ○      ○ 

    ○ ○  ○ ○      
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（５）進行管理 

社会情勢が目まぐるしく変化している中、多様化・複雑化する行政課題に的確かつしなやかに対応して

いくためには、目的と手段を明確にし、目指す姿の達成状況について継続的に管理することが必要です。 

前期アクションプランの推進に当たっては、Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）の４つ

の段階を連動させたＰＤＣＡサイクルを確立します。 

市民意識調査により各重点施策の満足度及び重要度を調査し、市民の意向を把握するとともに、外部

有識者等による外部評価を実施し、効果検証を行い、施策や事業の見直し、修正を行います。 

効果検証では、前期アクションプランに定める各指標に基づき進捗状況や効果を検証することとし、必要

に応じて目標値や指標の見直しを行うこととします。 

 

 

 

【ＰＤＣＡサイクルのイメージ】 

 

・アクションプランの策定 

※行政評価：数値目標などを通じて、施策や事業を妥当性、効率性などの視点から客観的に評価し、行政運営を改善していく手法。 

・ 行政評価※の実施 

・予算の編成 


